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ＶＯＬ. 530
組合費納入口座登録を
維新市政の攻撃に抗して
第2次締め切り11月末
詳しくは本部書記局へ

　「労働のことで相談があるのですが」とかか
ってき

た1本の電話。聞けば職場の同僚から激しい叱
責や指

導などのハラスメントを受け、「ネットで調べ
て」の相

談でした。組合書記局で改めて話を聞き、組合に
ついて

説明。「この組合がいいです」と、納得して加入
しまし

た。市障教とつながりのある方から、「支援員や
サポー

ターでも組合に入れますか」との問い合わせ。大
阪市教

教研にお誘いすると「行きたいです」と参加し
、会場で

加入しました。また、採用試験の結果が発表さ
れまし

た。突破講座の受講生からも「合格しました。あ
りがと

うございます。これからもよろしくお願いしま
す。」な

ど、うれしいメールがいくつも届いています。

「ネットで調べて」加入
支援員、サポーターも

教
育
の
集
い
大
阪

＝
10
月
15
日

市
役
所
前
宣
伝

＝
10
月
25
日

市
労
組
連
賃
金
確
定

交
渉
＝
10
月
17
日

府
人
事
委
勧
告

月
例
給
引
下
げ

　

府
人
事
委
員
会
は
10

月
17
日
、
民
間
企
業
の

役
職
と
の
対
応
関
係
を

見
直
し
た
結
果
マ
イ
ナ

ス
較
差
（
△
０
・
28

％
）が
生
じ
た
と
し
て
、

給
料
表
引
き
下
げ
、
一

時
金
は
０
・
１
月
引
き

上
げ
、
扶
養
手
当
を
配

偶
者
１
万
３
８
０
０
円

か
ら
６
５
０
０
円
に
引

き
下
げ
、
子
ど
も
６
５

０
０
円
か
ら
１
万
円
に

引
き
上
げ
る
勧
告
を
行

い
ま
し
た
。
き
わ
め
て

不
当
な
内
容
で
す
。

市
教
委 

人
事
・

給
与
制
度
提
案

　

市
教
委
は
、「
権
限

移
譲
に
か
か
る
教
職
員

の
人
事
給
与
制
度
に
つ

い
て
（
提
案
）」
を
市

教
協
に
行
い
ま
し
た
。

（
提
案
詳
細
は
10
月
15

日
付
ニ
ュ
ー
ス
参
照
）

【
17
年
度
か
ら
実
施
】

　

小
中
学
校
給
料
表
は

「
大
阪
府
に
お
け
る
教

育
職
給
料
表
の
水
準
に

設
定
」、
地
域
手
当
を

現
行
11
％
か
ら
16
％
と

す
る
が
、「
現
行
の
給

与
の
総
額
を
超
え
な
い

よ
う
調
整
」（
減
額
）。

　

学
校
事
務
職
員
は
大

阪
市
の
行
政
職
給
料
表

適
用
、
給
与
カ
ッ
ト
も

行
う
。
昇
給
日
は
現
行

の
１
月
１
日
か
ら
４
月

１
日
に
変
更
。
55
歳
以

上
昇
給
停
止
。

　

教
職
員
の
評
価
・
育

教諭2級・3級分割反対
給与カットやめよ 市労組連

　

市
労
組
連
は
秋
季
闘

争
を
全
力
で
た
た
か
う

た
め
、
10
月
19
日
「
生

計
費
に
も
と
づ
く
賃
金

闘
争
」
を
テ
ー
マ
に
林

克
静
岡
自
治
労
連
委
員

長
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
講
演
の
内
容
は
以

下
の
通
り
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
年

収
２
０
０
万
円
以
下
が

１
１
４
０
万
人
と
な

り
、
実
質
賃
金
は
下
が

り
続
け
て
い
る
。
今
必

要
な
こ
と
は
、
①
賃

金
、
雇
用
、
社
会
保
障

で
労
働
者
の
懐
を
温

め
、
地
域
経
済
を
回
復

さ
せ
、
②
中
小
企
業
支

援
、
地
場
産
業
の
育
成

で
地
域
活
性
化
、
循
環

型
地
域
経
済
の
構
築
で

あ
る
。

　

東
京
特
別
区
の
地
域

手
当
が
20
％
、
熱
海
市

０
％
、
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
給
与
は
２

成
シ
ス
テ
ム
16
年
度
の

評
価
結
果
を
17
年
度
勤

勉
手
当
に
、
15
年
度
の

評
価
結
果
を
17
年
１
月

の
昇
給
に
反
映
。

【
18
年
度
実
施
検
討
】

　

教
諭
を
新
２
級
・
新

３
級
に
分
割
し
、
現
行

５
級
制
か
ら
６
級
制

に
。

　

17
年
度
に
実
施
す
る

人
事
評
価
制
度
は
教
育

職
員
は
試
行
実
施
。
学

校
事
務
職
員
は
、
市
の

人
事
考
課
制
度
の
評
価

結
果
（
17
年
度
）
を
18

年
度
の
昇
給
（
18
年
４

月
）
並
び
に
勤
勉
手
当

に
反
映
。

教
諭
分
割 

異
例

混
乱
招
く

　

教
諭
の
給
与
体
系
を

２
つ
に
分
け
る
こ
と
は

文
科
省
も
異
例
と
し
、

小
松
郁
夫
・
流
通
経
済

大
教
授
は
、「
平
等
な

立
場
で
教
員
が
助
け
合

う
従
来
の
学
校
文
化
と

相
い
れ
な
い
。
性
急
に

進
め
れ
ば
混
乱
を
招

く
」
と
指
摘
し
ま
し
た

（
読
売
新
聞
）。

　

多
数
の
教
諭
の
給
与

を
引
き
下
げ
、
賃
金
差

別
を
持
ち
込
む
こ
と

は
、
市
人
事
委
員
会
で

さ
え
求
め
る
「
教
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

向
上
さ
せ
、
人
材
育
成

が
よ
り
図
ら
れ
る
制

度
」
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
教
諭
２
級
・
３
級

分
割
は
撤
回
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

市
労
組
連
は
10
月
17

日
、「
２
０
１
６
年
度

賃
金
確
定
市
労
組
連
要

求
」
を
提
出
し
、
第
１

回
団
体
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
賃
金
カ
ッ
ト
中

止
、
人
材
が
確
保
で
き

る
賃
金
水
準
へ
引
き
上

げ
、
病
気
休
暇
当
初
３

日
間
無
給
な
ど
他
都
市

・
民
間
に
例
の
な
い
労

働
条
件
の
改
善
、
権
限

移
譲
に
伴
い
給
与
・
勤

務
条
件
を
改
悪
せ
ず
、

改
善
す
る
こ
と
、
女
性

教
職
員
が
大
量
に
増
え

る
こ
と
か
ら
母
性
保
護

を
始
め
と
す
る
労
働
条

件
を
改
善
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

割
の
格
差
。
あ
る
市
役

所
の
30
歳
の
人
が
東
京

に
転
職
。
地
方
は
物
価

が
安
い
と
い
う
の
は
間

違
い
で
全
国
ど
こ
も
生

計
費
は
差
は
な
い
。
住

居
費
は
東
京
は
高
い

が
、
交
通
費
は
イ
ン
フ

ラ
の
な
い
地
方
で
は
買

い
物
は
車
が
必
要
だ

し
、
通
学
な
ど
の
バ
ス

代
は
高
額
で
あ
る
。
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
の
労
働
者

が
時
給
15
ド
ル
を
要
求

し
た
が
、
一
番
ベ
ー
シ

ッ
ク
な
労
働
に
対
し

て
、
専
門
職
の
「
東
京

土
建
」
の
労
働
者
は
ベ

ー
ス
（
生
計
費
）
＋
技

能
を
賃
金
と
し
て
要

求
。
カ
ナ
ダ
の
公
務
員

労
働
者
の
新
た
な
専
門

職
種
の
賃
金
は
研
究
者

も
入
れ
て
協
議
す
る
が

「
労
働
の
質
を
確
保
す

る
た
め
の
賃
金
」
と
い

う
考
え
が
あ
る
。

　

静
岡
で
は
「
国
は

国
」「
地
方
は
地
方
」

と
し
て
、
プ
ラ
ス
人
勧

が
出
た
が
、
大
阪
の
公

務
員
賃
金
は
、
人
事
委

員
会
が
調
査
を
変
質
さ

せ
て
意
図
的
に
賃
金
を

下
げ
て
い
る
。
生
計
費

を
も
と
に
賃
金
交
渉
を

強
め
、
交
渉
相
手
も
認

め
ざ
る
を
得
な
い
賃
金

引
き
上
げ
の
実
現
で
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。

地
下
鉄
の
浸
水
対
策

ホ
ー
ム
ド
ア
早
く

地
下
鉄

民
営
化
反
対

　

開
会
中
の
市
議
会
で

焦
点
に
な
っ
て
い
る
地

下
鉄
民
営
化
「
基
本
方

針
案
」
の
可
決
を
許
さ

な
い
と
、
市
対
連
な
ど

の
３
団
体
は
10
月
25
日

淀
屋
橋
で
宣
伝
を
行

い
、
雨
の
中
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
営
交
通
の
会

の
宮
崎
守
正
事
務
局
長

は
「
防
災
対
策
や
安
全

対
策
は
、
利
益
優
先
の

民
間
で
は
で
き
な
い
」

と
語
り
、「
３
７
４
億

円
の
利
益
を
生
む
地
下

鉄
の
黒
字
分
を
市
民
に

還
元
し
て
こ
そ
、
大
阪

市
は
発
展
で
き
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

「
自
治
体
の
本
来
の
役

割
は
市
民
の
足
を
ま
も

る
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
や

ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
治

体
が
公
営
交
通
に
補
助

金
を
出
す
の
が
常
識
」

と
訴
え
ま
し
た
。
宣
伝

後
、
市
民
の
不
利
益
と

な
る
よ
う
な
民
営
化
を

議
会
で
決
議
し
な
い
よ

う
市
議
会
各
会
派
に
代

表
が
要
請
し
ま
し
た
。

　

市
営
交
通
の
会
と
障

害
者
（
児
）
を
守
る
全

大
阪
連
絡
協
議
会
は
10

月
24
日
、
早
期
に
地
下

鉄
の
浸
水
対
策
、
止
水

扉
を
す
べ
て
電
動
式
に

す
る
こ
と
、
全
国
的
に

も
転
落
事
故
が
問
題
と

な
り
、
大
国
町
駅
で
も

10
月
４
日
、
死
亡
事
故

が
あ
っ
た
も
と
で
ホ
ー

ム
ド
ア
を
設
置
す
る
こ

と
を
大
阪
市
交
通
局
と

の
協
議
の
場
で
要
望
し

ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
は
10
月
24

日
、「
２
０
１
６
年
度

末
人
事
に
関
す
る
要
求

書
」
提
出
交
渉
を
行

い
、
10
月
４
日
提
出
し

た
市
教
協
「
権
限
移
譲

に
伴
う
人
事
・
定
員
要

求
書
」
と
合
わ
せ
回
答

す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

市
教
委
の
「
教
職
員

人
事
異
動
方
針
」
は
昨

年
度
か
ら
「
年
度
表

記
」
を
削
除
し
、
今
年

度
変
更
が
な
い
た
め
、

要
求
書
提
出
か
ら
年
度

末
人
事
闘
争
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

支
部
・
専
門
部
が
切

実
な
要
求
の
実
現
を
求

め
ま
し
た
。

●
特
別
支
援
学
級
、
正

規
の
教
員
で
専
門
性
の

あ
る
教
育
を
。
40
人
超

え
学
級
の
解
消
を
。

●
若
い
教
職
員
が
増

え
、
妊
娠
中
の
体
育
実

技
・
負
担
軽
減
講
師
が

非
常
に
不
足
し
て
い

る
。

●
急
に
精
神
的
な
状
況

で
休
む
人
も
増
え
て
い

る
。「
講
師
の
不
足
が

日
常
」
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

●
学
校
事
務
職
員
単
数

配
置
校
が
50
％
、
20
代

30
代
が
70
％
。
４
～
６

年
で
転
任
は
短
い
。
若

い
人
た
ち
を
育
て
て
い

く
た
め
に
も
複
数
配
置

を
。

●
貧
困
、
口
腔
崩
壊
、

朝
食
欠
食
、
洗
濯
さ
れ

な
い
服
…
養
護
教
職
員

の
複
数
配
置
を
。

●
中
学
校
給
食
実
施
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
食

育
の
た
め
栄
養
教
職
員

の
全
校
配
置
を
。

権
限
移
譲
に
伴
う
人
事
・
定
員
要
求

年
度
末
人
事
要
求
書
提
出

労
働
の
質
を
確
保
す
る

生
計
費
に
基
づ
く
賃
金
を

市労組連
秋季闘争


